
( 1 )

池

内

一

朝

鮮

の
高

魔

朝

に
於

け

る
丈

運

の
技

達

は
、

第

十

一
代

文
宗

王

の
時

に
至

つ
て

一
時

期

を
劃

し
、

そ

れ

は
寛

に
指

水

の
降

運

を

約

束

す

る

や

う

に
見

え

た

が
、

安

除

比

の
王

か

ら
順

宗

。
宣

宗

・
感

宗

。
蒲

宗

。
券

宗

を
経

て
仁

求

に
至

る

ま

で

七

王

約

一
百
年

の
間

は
、

高

姓

の
文

掌

學

術

が
最

も
一盛

況

を

圭

し

た

時

代

で
あ

る
。

順

宗

（
第

十

手

代

）

は
文
宗

の
長

子
、

共

の
在

位

は
僅

か

に
数

箇

月

に
過

ぎ

な

か

つ
た

。
第

二
子

は
官
奈

（
第

十

三

代

）、
第

二

子

は
蒲

宗

（
第

十

五
代

）
で

あ

つ
て
、

有

名

な

る
寧

儒

大

畳

囲

師

義

天

の
同

母
見

で
あ

る

が
、

共

に
好

寧

の

君

圭

で
あ

つ
た

っ
帥

ら

負
宗

は

「
障

空

経

史

、

尤

工

製

逓
！
一
と

い
は

れ
、

痛

宍

は

「
五

種

・
子

。
史

、

無

不
該

覧

」

と

い

は

れ

て

ゐ

る
。

生
宗

の
元

子

を
以

て
諦

宗

の
前

に
位

に
部

い
た
感

宗

（
十

四
代

）

も
、

九

威

に

し

て
苦

〓

を

好

く

し

た

と

い
ふ
が
、

十

一
成

で

嗣

立

し

た

幼
主

で
あ

つ
た

の

み

な

ら
ず

、

主

の
治

世

は
僅

か

に

一
年

牛

ば

か

ら
一で
あ

つ
た

。

あ
ま

ね

く

癖

苦

を
診

賃

し

た
と

い
は

れ

る
耐

宗

は
、

書

籍

を

愛

好

す

る

こ
と

尋

常

で

は
な

く
、

元

年

、

文
徳

股

に
於

い
て
歴
代
卍
病
の
文
籍
を
披
覧
し
、

部
峡
の
完
全
な
る
も
の
を
群
ん
で
、

文
徳

。
長
齢
二
殿
及
び
御
書
身

・
離
書
閣
等

高
麗
朝
に
於
け
る
付
掌
の
技
差
と
容
宗
（
池
内
宏
）

一
七

九

宏



評
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高
盛
期
に
於
け
る
席
畢
の
投
進
と
ネ
宗
（池
内
宏
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
人
●

に
分
赦
せ
し
め
、

共
の
餘
は
雨
府
爺
皓
脚
討
警

の
年
相
以
下
の
文
巨
に
賜
は
ハン
た
ｔ

六
年
に
は
、

九
経

ｏ
子

。
兄
各
モ

一
本
を
御
史
享
。
術
苦
缶

・
柾
密
院
に
分
置
せ
し
め
た
外
、

園
子
監

（
囲
掌
）
に
書
籍
錨
を
世
き
、

離
■
省
の
文
符
の

板
本
の
委
積
し
て
駿
授
し
た
の
を
こ
ヽ
に
移
願
し
て
、

妖
く
碁
印
せ
し
め
た
）

王
は
ま
た
新
た
に
葦
践
を
誠
け
て
延
英

殿
と
い
ひ
、

営
時
海
東
第

一
の
古
文
家
と
し
て
名
高
か
つ
た
金
黄
元
を
召
し
て
書
籍
を
筆
ち
し
め
、

自
ら
著
を
秘
て
疑

は
し
い
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
、

共
の
部
度
之
を
貢
元
に
質
し
た
。

さ
う
し
て
ま
元
に
当
し
て
は
共
の
名
を
呼
ば
な
い
で
先

輩
と
い
つ
た
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
爺
述
慨
む

。
Ｂ
年
に
は
延
英
殿
に
御
し
、

六
年
に
は
重
光
殿
に
御
し
て
利
ら
御
頑
の

書
審
の
検
閉
を
行
つ
た
が
、

辛
巳
の
抜
な
る
六
年
度
の
校
間
の
際
に

「
高
一騰
園
十
四
葉
辛
巳
抜
病
苦
、

大
未
建
中
埼
関

元
年
、

大
遠
乾
統
元
年
」
と
列
し
た
病
芋
印
の
捺
さ
れ
た
こ
と
は
、

た
ま
′で
Ｌ、
我
が
囲
に
述
存
す
る
周
寺
寮
所
殖
の
北

未
版
通
典
及
び
前
田
侯
爵
家
所
病
の
重
度
官
史
等
に
依
つ
才し
明
か
に
せ
ら
れ
る
。
宋
に
使
し
た
〓
巌

。
央
延
縄
等
が
大

手
御
愛

一
千
客
を
育
ら
し
送
つ
た
の
も
此
の
年

（
★
年
し

で
あ
つ
て
、

共
の
指
本
の
事
情
に
つ
い
て
は
、

高
成
史
の
英

延
能
の
偉
に

「
薪
宗
五
年
、

典
術
苦
王
は
如
矢
賀
苓
極
、

以
朝
；
唯
大
卒
御
魔
、

宋
人
耐
不
許
、

延
寵
上
麦
、

懇
試
乃

得
、

及
逮
、

王
国
、

此
書
文
考
ゑ
▼
ま
求
之
不
得
、

今
険
容
之
、

使
者
之
洸
也
、

彼

。
副

の
僚
佐
、

批
加
辞
賞
、

奔
延

籠
中
書
合
人
生．
と
見
え
て
あ
る
。

蒲
宗
の
院
び
知
る
べ
き
で
あ
る
じ

一甫
宗
の
子
は
な
宗

（
第
十
六
代
）、春
キ
の
子
に
仁
宗

介
第
十
七
代
）
で
あ
る
が
、
こ
れ
等
の
二
王
は
■
宗

。
ｉｌｌｌｌ～
宗
に

も
玄
ど
つ
て
ィ
唐
需
夢
セ
雄
好
ｔ
文
６
！高
榎
つ
■
こ
が
塔
環
ｉ
贅
ｔ
イ
ち
胡
設
澤
投
ギ
散
養
４
・損
ギ
撹
情
甜

…・壇
攻
師

縫
推
蓼
蓬
躍
槌
雇
ン
ン
曜
嬢一ン
ン
ン
ン
ン
ン
ン
ン
ヽ
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婆
、

暁
音
律
、

善
苦
垂
、

喜
初
書
、

手
不
禅
各
、

或
達
朝
不
無
、

及
節
位
、

聞
明
経
申
放
貧
甚
一
召
入
内
付
、

受
奉
秋

種
俸
上
と
い
つ
た
の
を
見
イ
しも
、

其
の
大
概
“
知
る
こ
と
が
で
き
る
３

か
く
の
如
く
宣
宗

・
浦
宗

９
年
宗

ｓ
仁
宗
等
、

文
宗
の
子
孫
の
相
つ
い
で
王
位
に
登
つ
た
も
の
が
、

文
宗
及
び
以
前

の
話
王
に
ま
さ
つ
イし
儒
學
ヤ
一好
み
、

一
方
大
鷺
閲
怖
義
天
の
如
魯
儒
佛
二
道
に
博
過
す
る
傑
出
し
た
人
物
の
現
は
れ
た

の
は
、

文
宗
瑚
に
至
つ
て
奏
進
の
一
時
期
を
劃
し
た
高
度
の
文
運
が
、

共
の
後
ち
更
に
時
代
の
降
る
に
従
つ
て
、

盆
ミ

盛
況
を
■
し
た
こ
と
を
語
る
も
の
で
あ
る
ぅ

故
に
高
麗
末
の
大
儒
李
環
賢
も
、

牛

。
仁
三
年
と
共
の
時
代
の
文
風
を
護

坤揚
し
て
衣
の
如
■
■
迦
べ
て
一の
る
⌒怖
槻
離
前
欺
報
▼

靖
閉
安
和
寺

⌒琳
篠
オ
た
勢
願
ぜ

布
石
列
体
王
唐
待
四
轟
静

一
鮪
、

共
後
云
大
手
某
〔構
ｉ
古
孝
、

仁
王
講
也
．

走
時

王
⌒荘
）
興
大
手
（む

、
皆
孤
精
向
卑
、

延
訪
併
妊
、

而
チ
弾

。
堤
延
寵

ヨ
李
瀬

つ
李
預

・
朴
浩

・
金
維
醗
花
了
金
富

恰

。
宮
は

森
］輸

）
と
岳
住
諭
陀
の常
舶

、
）。
洪
だ

。
印
拷
ｏ
粧
適

。
ヂ
務
頓
み
評
百

本
一】之
氏
。
と
惟
荷

。
郵
知
常

・

郭
東
輸

ｅ
林
完

爺
じ

・
胡
宗
工
ゑ
ど

、
名
臣
賢
士
布
列
朝
著
、

討
論
潤
色
、

一畳
々
有
中
華
之
風
、

後
世
莫
及
喬
ｃ

こ
ヽ
に
列
琴
せ
ら
れ
て
ゐ
る
ヂ
理

・
英
延
能
以
下
十
九
人
の
人
物
は
、　

Ч
つ
れ
も
第
十

一
代
文
宗
か
ら
第
十
七
代
仁
宗

に
至
る
ま
で
七
王
約

一
百
年
の
問
に
、

各

ｆ
文
墓
卑
術
十
一以
て
名
を
鳥
し
た
文
座
で
あ
る
ｃ

さ
う
し
て
地
の
間
に
来
と

の
関
係
が
親
密
で
あ
つ
た
か
ら
、

こ
れ
等
の
文
度
の
中
に
は
使
を
未
に
本
し
た
も
の
が
少
な
く
な
か
つ
た
ｆ

事
政
の
全

高
一雌
朝
に
於
け
る
儒
早
の
発
達
と
春
宗
（池
内
宏
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
人
一
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高
性
制
に
於
げ
る
係
畢
の
孜
達
と
卒
宗
（池
内
宏
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
二

く
わ
か
ら
浪
の
は
印
分
で
、

他
の
も
の
は
多
く
高
歴
史
に
い
が
あ
る
。

た
ぜ
し
朴
浩

・
粧
適

ｏ
郵
知
情

。
郭
束
拘
の
四

人
に
は
俸
を
関
く
が
、

権
適
の
偉
ほ
京
城
府
長
滞
出
上
の
墓
誌
諭
邸
玲
誓

に
依
つ
て
補
は
れ
る
し
、

他
の
二
人
は
高
麗

史
の
世
家
。
列
停
及
び
桂
滋
の
補
閑
集
等
に
散
見
す
る
記
事
に
依
つ
て
其
の
閣
度
の
若
千
を
窮
ふ
こ
と
が
で
き
る
。

な

ほ
曽
然
村
童
べ
て
琴
げ
ら
る
べ
き
著
名
な
る
儒
題
に
は
、

金
支
元
・
李
軌

。
朴
景
仁

。
韓
敗
如

（銃
曽

。
李
永

・
鄭
克

永

６
邸
流

０
算
襲
明
等
の
如
き
も
あ
つ
た
。

■
つ
れ
も
高
度
史
列
偉
中
の
人
物
で
あ
る
。

こ

奉
宗
に
開
し
て
は
、

王
自
身
が
好
學
の
君
主
で
あ
つ
た
と
い
ふ
外
、

文
教
史
上
に
於
け
る
王
の
事
業
と
し
て
特
に
記

す
衣
と
も
の
が
あ
る
。

上
に
引
い
た
高
麗
の
史
に
の
賛
に

「‐開
設
畢
校
、

歌
養
生
員
」
と
あ
る
の
が
そ
れ
で
、

共
贈
的

に
い
へ
ば
、

囲
晏
を
抜
張
し
、

地
に
養
賢
厚
と
い
ふ
特
殊
の
設
備
を
剣
め
た
の
で
あ
る
。

以
下
こ
れ
等
の
事
安
に
つ
い

て
説
明
し
ょ
う
。

高
度
朝
の
初
期
に
於
け
る
文
運
の
奏
達
に
件
ひ
、

文
宗
朝
の
前
後
に
は
、

成
宗
の
時
か
ら
存
在
し
た
囲
學
（
田
子
胎
）

の
外
に
、

有
名
な
る
程
中
の
九
斎
を
初
め
と
し
て
所
謂
十
二
徒
の
補
あ
る
多
数
の
私
學
が
蔚
然
と
し
て
起
つ
た
。
し
か

も
こ
れ
は

一
面
官
撃
た
る
囲
學
の
不
振
を
意
味
す
る
も
の
と
思
は
れ
る
が
、

ま
た
共
の
結
果
と
し
て
閉
早
は
無
ナ、表

運

に
傾
い
た
や
う
で
あ
る
θ

宣
宗
六
年
八
月
、

囲
學
を
修
茸
す
る
が
舟
め
に
、

文
宣
工
の
像
を
順
天
針
命
御
″
縦
は
）
に
移

該
れ
統
挽
れ
予
物
彰
中
一
ギ
↓
…！ｉ！し
】
ど
つ
彰
地
一ザ
諺
つ
・一平
玲
―‐！！ら‐
ヤ
勤
れ
”
新
ず
玖
・“
…‐‐九
抑
ギ
初
・弾
わ
！世
…！上
■
！北
十
■
増
ｉ！‐の

軽
聾

護

墓
難
襲

聾

種

鶴

一揺
薩

擢

運

曜
寵

簾

狩喚

薙

(み 〕

十

餘

年

の
後

な

る
捕
宗

の
六
年

に

は
、

図

子
監

の
奏

す

る
と

こ
ろ

に
徒

ひ
、

文

宣

王
崩

の
左

右

の
廊

鷹

に
、

新

た

に
六

十

一
子
、

二
十

一
賢

の
像

を

ま

き

、

群
奥

を

行

ふ
時

徒

祀

す

る

こ
と

ヽ
し

た
。

か

く

の
如

く

に

し

て
宣

宗

。
粛

宗

二
代

の
間

に
、

従

な

の
一四
撃

は
其

の
外

粗

を
新

た

に
し

た

の

で
ｆ
あ

る
。

然

ら
ば

そ

れ

は
撃

土

と

し

て

の
空

質

的

の
隆

典

を

志

味

す

る

か

と

い
点

に
、

さ
う

で

は
な

か

つ
た

や

身

で

あ

る
。

蒲

宗

七
年

、

帥

ち

囲

學

の
文

廊

が

六

十

一
手

。
二
十

一
監

の
新

章

像

で
飾

ら

れ

た

翌

年
、

宰

相

郁
台

輔

等

は
閑

學

の
一磨

上
を

奏

話

し

た

。

共

の
理

滝

と

す

る
と

こ
ろ

は
、

「
閲

學

に

て

士

（
畢

生

）
を
養

へ
ば
、

皮

費
貨

ら

れ
ず
、

費

に
民

の
妹

を
角

す

。

且

つ
中
朝

の
法

は
、

直

ち

に
我

が
囲

に
行

ひ

が

た

し
」

と

い
ふ

の
で

あ

つ
た

。

さ
す

が

に
好

撃

の

王

な

る
薪

宗

は

之

を
計

る

さ

な

か

つ
た

け

れ
ど

も
、

宰

相

の
間

か

ら

か

ヽ
る
議

の
唱

へ
ら

れ

た

の

は
、

元

本

囲

學

が
共

の
機

能

を

発
揮

し

て

ゐ
な

か

つ
た

か

ら

で

あ

ら

う
。

さ

う

し

て
更

に

臆

測

す

れ
ば
、

郁
吉

輸

等

の
此

の
奏

話

の
裏

面

に

は
、

所

謂

立
徒

の
儒

臣

と

し

て
私

學

を
種

管

主

宰

し

て

ゐ

る

も
の

ヽ

利

己
的

な

考

が
落
在

し

て

ゐ
た

の

で

は

あ

る
ま

い
か

と

思

は
れ

る
。

さ

て
次

の
券

宗

が
住

に
部

き
、

深

く
學

問

を

好

ん
だ

王

は
、

二
年

正

月
、

制

を

下

し

て

「
置

畢
養

瞥
一、

三
代

以
降

致

治

之
本

也
、

而 。
称

司８
議 ｃ
論
、

有 。
卵

永 ｃ
か
、

宜

令

友

遼

施

行
」

と

い
つ
た

（
新
距
役

じ

ｏ
高
歴

史

節

要

に

は
同

じ

制

を

馨

げ
、

共

に

「
王
方

脅

文

畢
、

遊

下

此

制

、

大

臣
無

一
旋
約

承
、

時

議

惜

乏

」

と

附

記

し

て
あ

る
。

高

団

史

の
選
琴

志
、

畢

校

の
章

に

「
容

宗

二
年
、

制

日
、

置

寧
在

賢

、

三
代

以

降

致

治

之

本

也
、

而
有

司

議
論

未

定

、

宜
友

施

行

。
卒

宗

方

高
度
判
に
於
け
る
儒
早
の
技
と
と
キ
宗
（
池
内
宏
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
人
三



( G〕

高
応
判
に
於
け
る
儒
年
の
■
モ
と
年
宗
（
池
内
宏
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
四

朴
文
字
、

Ｌ
下
此
制
、

士
挽
時
不。
佐
．

怨
沖
即

一ヽ。
弾
貯
や
が
ヽ

時
議
帖
之
」
と
あ
る
の
は
、

上
の
二
係
と
同
じ
材
料
に

本
づ
い
た
ヤ記
事
で
あ
る
。

か
く
の
如
く
掌
を
置
い
て
将
丁
・貴
ほ
う
と
す
る
新
工
祥
宗
の
ャ企
的
に
対
し
、「

布
司
の
議
論
未

だ
定
女
ら
ぎ
る
と
こ
ん
あ
う
」
と
い
ひ
、

ス
た
士
林
の
之
を
欣
ん
だ
に
も
拘
ら
ず
、

大
臣
等
に

一
人
の
本
承
す
る
も
の

も
な
か
つ
た
と
い
ガ、
の
に
、

営
時
営
路
者
の
問
に
管
學
を
振
興
さ
せ
よ
う
と
す
る
熱
意
の
な
か
つ
た
こ
と
を
語
る
も
の

で
、

そ
れ
は
数
年
前
に
於
け
々
対
オ
七
年
の
郁
台
輔
等
の
本
請
た
直
接
の
賄
絡
あ
る
車
安
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

然
る
に
行
宗
は
、

四
年
七
月
、

四
學
試
を
行
ひ
、

大
掌

（
囲
鼻
あ

四
学
の

一
）
の
学
生
七
十
人
、

武
掌
の
学
生
八
人

と
い
ふ
多
数
の
早
生
を
試
収
し
、

結
卑
は
琵
澤
以
下
の
七
斉
に
分
庭
せ
し
れ
、

武
卑
Ｌ
討
墓
蒲
に
置
い
た
，

卸
ち
李
イ

賢
の
金
需
集

（
を
九
、

上
、

思
宣
王
世
家
）
に
、

キ
〓
四
年
秋
七
月
、

始
鳥
田
學
試
、

試
収
大
峯
准
撃
席
等
七
十
人

。
式
字
韓
子
純
挙
八
人
、

分
庭
七
君
、

周
易
口

庇
澤
孫
、

術
菩
再
待
鴨
、

毛
キ
画
種
徳
，

同
確
園
求
仁
、

戴
確
珂
朕
誉
、

杯
秋
日
養
正
、

武
卑
口
謡
要
．

と
あ
る
。

同
じ
記
事
に
高
電
史
節
要
に
も
見
え
、

た
ギ

「
始
用
囲
卑
試
生
の
一
角
を
敬

い
て
ゐ
る
。

此
の
時
円
早
試
の

行
に
れ
た
の
ほ
事
安
に
ら
が
ユ
な
い
が
、

田
寧
試
メ
田
子
珠
試
）
共
ら
も
の
ど
、

高
庇
姓
選
翠
志
に
明
文
の
存
す
る
如

く
徳
宗
の
胡
に
始
ま
う
、

文
■
の
時
軒
倍
傑

（
立
従
の
併
匹
十
二
人
の
一
）
の
子
文
が
年
十
五
・
★
に
い
て
円
子
比
試

に
赴
い
た
と
い
ふ
前
も
あ
る
か
ら
爺
姫
じ

、
此
の
軸
じ
節
要
に
従
ふ
べ
き
で
あ
る
も

高
一魁
史
の
埋
呆
】さ
に
よ

！四
年
七

ン
ン
ン
ン
艶
静
ン
ン
ン
麺
罰
ン
ン
設
ン
設
華
羮
華
乾
晶
抑義
諏

( 夕 )

賃
の
本
末
を
取
倒
し
た
記
事
で
あ
つ
て
、

行
晏
の
摯
生
七
十
次
の
分
庭
せ
ら
れ
た
囲
晏
の
七
斎
は
、

前
か
ら
あ
つ
た
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ｎ
３

数
年
を
経
て
九
年
に
至
ら
、

光
の
年
二
月
、

園
子
早
の
卑
生
張
仔
ギ
六
十
人
、

防
に
帝
う
て
上
書
し
、

閉
卑
を
立
つ

る
こ
と
を
話
う
た
と
い
Ａ
掃
鵬
取
鞠
鞍
融
ぜ
っ

囲
掌
を
立
つ
る
こ
と
を
奏
請
し
た
と

い
Ａ
の
は
、　

一
見
不
可
解
で
あ
る
け

れ
ど
も
、

こ
れ
は
次
に
述
べ
る
と
こ
ろ
に
依
つ
て
わ
か
る
如
く
、

園
卑
の
創
立
で
は
な
く
、

共
の
渡
張
を
意
味
十
一る
の

で
あ
る
。
た
こ
ろ
で
上
記
の
如
く
衆
議
を
排
し
て
囲
卑
を
五
ん
じ
た
牛
宗
は
、

比
の
年
八
月
、

持
ら
円
早
に
＋
し
て
群

父
を
行
つ
た
．
こ
れ
は
本
前
の
盛
位
で
あ
つ
た
ら
し
く
、

高
庇
史
の
礎
志
及
び
高
一此
史
節
要
に

「
王
請
円
早
、

酌
崩
十

先
聖
。
先
怖
、

御
誰
登
、

命
粉
林
學
士
朴
昇
中
借
大
司
度
、

誰
識
命
三
府
、

百
官
及
生
員
七
百
餘
人
立
庭
葬
講
、

各
進

歌
頓
、

御
製
詩

一
音
宣
示
左
右
、

令
各
和
進
」
と
記
る
さ
れ
て
あ
る
。

か
く
て
十

一
年
四
月
に
は
、

文
武
而
學
を
立
て

ん
と
し
て
、

西
京

（
季
装
）
行
手
の
面
に
其
内
意
を
公
表
し
た
じ

制
に
国
く
、「

文
武
雨
掌
、

国
家
教
化
之
根
源
、

早
峰

持
揮
、

欲
令
立
共
雨
隼
、

養
育
諸
生
、

以
備
格
来
賂
相
え
翠
、

両
有
司
各
執
異
論
、

夫
右
定
譲
、

宜
逃
泰
定
地
行
」
と

（塩
明
数
期
愁
）。
さ
う
し
て
十
四
年
七
月
に
至
う
、

お
に
園
撃
の
早
合
を
度
設
し
、

名
行

の
中

か
ら
卑
竹
ｏ
何
ｔ
を
選
ん

で
経
義
を
講
諭
せ
し
め
た
。

卸
ち
重
施
史
節
要
に
、

秋
七
月
、

詔
度
誠
曇
合
、

孜
一在
諸
生
、

置
衛
筆
六
十
人
。
武
尊
十
七
人
、

以
近
摂
管
勾
事
務
、

擁
韓
名
儒
鳥
卑
肯
。

一生
圏
珂
た
於
ｆ
る
情
事
の
在
一達
と
本
宗
（
池
ぬ
宏
）

一
・八
五



神

( S )

高
肌
朝
に
於
け
る
儒
摩
の
強
達
と
な
宗
（
池
内
宏
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
六

百
士
、

議
論
種
義
。

囲
初

残
嚇
）
肇
立
文
官
〓
廊
予
園
子
監
、

娃
官
置
師
、

至
宣
宗
欲
孜
育
、

而
未
追
、

工

⌒林
）

銃
意
経
術
、

文
教
科
振
。

た
記
る
さ
れ
て
あ
る
ぅ

た
ゞ
し
掌
合
を
疲
設
し
た
と
い
ふ
の
は
、

い
な
る
渡
張
で
は
な
く
、

同
時
に
共
の
移
聴
ケ
意
味

す
る
の
で
あ
つ
て
、

そ
れ
は
四
年
の
後
な
る
仁
宗
の
元
年
、

宋
の
園
信
使
路
允
辿
に
随
つ
て
高
一批
に
来
た
徐
航
が
、

其

の
除
の
見
聞
録
と
し
て
後
世
に
進
し
た
有
名
な
る
高
一雄
樹
経
の
中
に
、

彼
れ
の
目
撃
十し
た
高
一陀
の
円
子
監
に
つ
い
て
次

の
如
く
伎
べ
て
ゐ
る
の
で
明
か
で
あ
る
（一打
綿
Ⅶ
伸
嘱
じ

。

園
子
監
、

奮
在
南
含
安
門
内
、

前
有
大
門
、

惨
日
園
子
監
、

中
廷
宜
聖
殿
、

雨
疑
岡
君
合
、

以
庭
諸
年
、

荏
制
極

除
、

今
移
在
譜
賢
坊
、

以
學
徒
滋
多
、

所
以
修
共
制
耳
）

郵
ち
も
と
商
方
の
含
安
門

（
開
京
の
外
城
の
商
円
）
の
内
に
あ
つ
た
と
い
Ａ

「
極
嬬
」
な
る
関
早
は
、

古
京

の
時
修
葺

せ
ら
れ
た
奮
閲
卑
に
ち
が
ひ
な
く
、
―
―
上
に
引
い
た
高
魔
上
節
要
の
文
に

「！囲
初
…
…
至
宣
〓
欲
教
育
」
と
あ
る
の

は
、

王
の
六
年
に
於
け
る
此
の
修
首
を
意
味
す
る
――
―
早
従
の
数
の
多
き
が
毎
め
に
購
安
坊
に
移
さ
れ
た
と
い
ふ
園
卑

こ
を
は
、

奉
宗
の
度
誠
し
た
新
校
合
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

去
る
九
年
二
月
、

閣
子
學
の
撃
生
六
十
人
が

閲
に
講
う
て
上
書
し
、

園
學
を
立
て
る
こ
と
を
講
う
た
と
い

ン
を、事
賃
の
音
義
も
、
こ
れ
に
依
つ
て
明
か
で
あ
ら
う
。

帥

ち
彼
等
は
王
の
音
を
迎

へ
て
、

囲
晏
掠
張
の
促
進
運
動
を
し
た
の
で
あ
る
。

又
た
特
に
注
意
す
べ
き
は
、

同
時
の
庭
置

セ
し
て
羽
孝
に
考
一受
析
の
設
け

‐ら
れ
た

―乙
」
イ
）あ
る
「
英
の
事
は
前
拐
の
高
魔

！史
節
要
の
文
に
見
え
な
い
が
、

高
庭
史

麟
歌
麟
酢
酪
邸
酸
離
醸
鮪
登
離
酸
籍
路
野
酸
難
麟
殿
顕
野
率
卜
卜
ｒ
卜
卜
Ｌ
ト
ト
，
■
打
許
一！！！一■
！・・一！！〓
■
■
一

奏
賢
度
は
高
層
の
大
耐
か
西
京
に
置
い
た

「
晏
賛
」
と
同
じ
く
、

早
校
を
維
持
す
る
舟
め
の
基
本
財
産
で
あ
つ
て
、

其

の
設
備
の
下
に
、

痛
宗
の
時
宰
相
郁
台
輔
等
が

「
囲
學
に
て
士
を
養

へ
ば
、

腔
費
貴
ら
れ
ず
、

安
に
民
の
弊
を
鳥
す
」

と
い
っ
た
や
う
な
夏
も
去
う
、

囲
卑
の
存
立
は
諜
同
に
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

か
く
の
如
く
容
宗
ほ
前
王
打
宗
の
時
ふ

ら
、

や
ヽ
も
す
れ
ば
歴
止
せ
ら
れ
ん
と
し
つ
ヽ
あ
つ
た
聞
學
を
重
ん
し
、

構

忍
し
て
自
読
を
棄
て
ざ
る
こ
と
十
有
四
年
、

途
に
之
を
振
起
せ
し
め
た
。

故
に
次
工
仁
宗
の
七
年
、

仁
宗
の
幸
學
の
事

を
記
し
た
企
守
雌
は
、

其
の
記
文
の
中
に
体
宗
の
興
掌
を
讃
仰
し
て
止
″性

Ａ
に
我
が
春
加
、

剛
明
白
ら
断
じ
て
衆
論
を

破
排
し
、

卒
一合
を
草
創
し
て
オ
を
育
し
道
を
重
ん
ず
ｃ

四
方
の
多
士
靡
然
と
し
て
化
に
向
へ
う
」
と
い
つ
て

ゐ
る

⌒類

だ
貯
誰
六
四、）。

三

ネ
宗
は
図
客
を
振
空
せ
し
む
る
と
共
に
、

ま
た
宮
中
に
掌
館
を
剣
め
て
、

之
を
経
筵
の
庭
と
し
た
。
こ
れ
も
王
の
事

業
と
し
て
特
筆
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

高
一騰
の
儒
畢
は
園
初
以
衣
主
と
し
て
詳
賊
と
文
章
と
を
重
ん
じ
、

明
経
の
方
面

は
常
に
延
ん
む
ら
れ
て
る
た
が
、

王
は
か
ヽ
る
學
風
を
改
め
よ
う
と
す
る
趣
旨
を
以
て
、

清
誌
。
賢
丈
二
閣
を
甘
中
に

ｔ‐
　
設
け
、

坂
う
に
支
臣
を
電
し
て
六
経
材
講
論
せ
じ
め
た
の
で
あ
る
。

王
も
時
流
の
然
ら
し
む
る
と
こ
ろ
と
し
て
、

も
と

く
　
章
句
を
術
び
、

部
位
の
初
め
よ
う
四
時
を
う
ノ
ヽ
の
興
に
ま
か
せ
て
計
を
賦
し
、

之
十
一左
右
の
文
巨
に
示
し
て
和
進
せ

高
度
到
に
於
け
る
席
早
の
孜
セ
と
牛
宗
（
池
内
宏
）

一　
中八
工し



之

を

以

て
掌

士
舎
誰

の

尾

と

し

た

ソ

め

冠

す

る

＞
一同

時

に
、

直

早

士

の

次

王

‘

頻

う

に
活

辞

関

に

出

御

し
、

す

議
論
せ
し
い
た
一か
、

王
の

一
代
の
間
に
賛
文
閣
の
官
員
に
充
て
ら
れ
た
も
の
と
、

洪
だ

ｏ
郊
克
木

。
ヂ
諸

。
金
富
裕

。

韓
吸
如

（
後
名ヽ
安
仁
）
。
朴
昇
中

ｏ
李
永
等
で
あ
つ
て
、

■
つ
れ
も
皆
な

一
時
ャ空

失
彦
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。

王
が
金

討

論

敷

場

先

王

之

道

、

充

途

平

四

履
一
乏

間

９

一　
・ノ、
一九

(1l D

後  乏  淵
中1] 予打  まさ
班  ｀ 。

之 別  各
｀

創 安

威 一  賓  輝

雇 書 書 密
汚 以  謀  ｀
。 集  二  共
把、 メ弓 藤 1 衛
荒 爺

｀
死。 こ/ 一 イけ

輩完暉堪
票字▼釜

畳畢雪骨
岳あ密奎
三 以 訂 役」
打両 ラ茶 本,  9
五  古  。 廷
常 今 モ 英
之 文 茎 苦
テ生 昔  ｀ 兄と

ゼ: 再
｀
鷲隷

盛需P I 警
之  宿  必  之
王!|モ 官喬 テ干 】L `   ｀

  不得   。

駆
漱

滞 慈 王引 後
容  和  以    名

真を糧 察

の  し
出 ぁ
人 た
が   9

晶暫
f キ

な 一
い 年
万く  夕(
4更 月
力f  の

あ 事
る  で

蕎 坑 き 零 密
′め  に   と′     `  C

官 待 て 数 然
貞 キじ き 局 る
比 の 3 の に
に 付  に  後  清
仙 ネ′ 汚 ォ 説
の 加  い  る  閉
TFi  t置  ブこ  寸

一
  は

卑 し 単 一 禁
を た 土 月 内
名 訴手 。  た  に

岳富居雪暑
。 の | よモ 直

命

梨
―r

し
あ
た
病
言兼
開
言己
に

ヤま

関
に
つ

い

て

次

の

女耐

く
逃

て

あ
る

品民
庇文
災逃

をさ
存 ブて

衛 V L l

十 と  時  史  恐
一 こ と を ら
, 1  ら  ｀ 討  く
に あ  ら1 訴お は
至  め  て  し  FI
め ｀ 天 て  聡｀

l L 麦政 を
夏 ら の 理 塊
に と言 ヤ掌 を  〈

ド

金 斉k 正 考 る

官〒 ノ氏 を  詠  こ
“芋 月 喪 す と
を  ｀  メ、 イく あ
二f 蕩単  こ  し   ら
文 ノた と  う A I
閣 を あ 安 と
の 清  る  ん  °

イ寺 市l… く を  文

村予1 開 け 童 l i :

と  の  んノ ■・ 乃
し 撃 や の ち
す'  十  [一  樹it  il―

ヵヽ     と  象任 メ,
｀
 空い 1百品 を  /亡

分薬選 書毛
の を   C じ  予存

イエ 疋王  〕:ζ    ` 三こ

命 卑  明  数  十よ

は す: な  t 告

折手  ｀  る  1軍  4こ

市【 ナ  エ  前  種
i打 計十 ほ  な  “け
の を サL る  者

開 直 の 詞 好

設 閑  上  H み｀
 tこ モ 手 た   ｀

一
|‐  4r  に   J啓  日

一 命  依  に  任

ブj にフ つ  瓜  儒
tつ  プ〔   ヤこ   に  打と

とこ  つ  白  いヽ   た

命  文   ら  十,  共
に  た  い吉 月  に

Jf  各  る  に  経

て  i 訊 : イ行 ブご 亨モ 1犠

後登調済腎を
力i

｀
士 大 舶  ・ ま 王

し
あ
る
こ
と
を
付
と
し
た
。

前
王
に
事
へ
た
郭
衛
の
一
子
に
興
あ
う
、

再
撃
能
文
に
し
て

は
輿
を
花
遇
す
る
こ
と
比
な
く
、

禁
中
の
純
而
股
に
属
い
て
常
に
た
右
に
侍
せ
し
め
、

和

た
居
室
を
城
束
の
若
頭
出
に
賜
は
る
に
及
ん
で
は
、

其
の
山
一始
に
微
行
し
て
詩
文
を
弄
ん

工
は
西
京
に
幸
し
、

既
記
の
如
く
共
の
間
に
文
武
爾
卑
を
立
つ
る
の
―ｌｉｌｊ
を
下
し
た
。

此
の

上
に
置
消
しァ、
待
互
と
共
に
唱
和
し
て
業
し
ん
だ
が
、

た
ま
／
ヽ
と
冷
じ
上
苦
し
て
工
を

儒
桂
沖
の
玄
採
、

此
の
時
知
制
詰
を
以
て
持
に
Ｅ
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。

上
誌
し
て
曰
く

を
置
か
ん
と
欲
す
。

時
に
宰
相
本
し
て
口
く
、

汁
人
よ
ろ
ス
蛭
お
な
う
、

若
し
文
臣
と
Ｌ′

文
蘭
の
コ監
Ｅ
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
ぅ

清
謙
閣
ほ
経
生
の
鳥
め
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
、

飛
孝
い円
を
共
へ
た
牛
中
の
撃
館
で
あ
る
．

体
体
の
比
の
関
を
開
く

や
ギ
淳
有
セ
し
て
孝
±
一
複
學
士
“
檀
閉
な
京
ｒ
ｉ
員
を
選
置
ｔ
、

朝
ケ
准
書
を
誰
論
せ
し
め
花
「
又
た
同
時
に
司
菩
信

中

| 1 1

1 1
1ギ
|ギ
i,

| |
! i
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市
麗
期
に
於
け
る
儒
寧
の
変
達
と
本
家
（
池
内
宏
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
〇

上
通
の
如
く
に
し
て
賛
文
閤
を
設
け
た
容
宗
は
、

共
の
霊
月

（
十
二
月
）
宴
を
清
謙
関
に
張
つ
た
が
、

店
上
宰
士
等

に
告
げ
て
□
く
、「

険
旨
て
貞
祖
政
要
材
一質
た
る
に
、

唐
の
大
宗
い
へ
ら
く
、「

但
だ
天
下
を
し
て
大
手
に
、

家
々
給
し
人

人
足
ら
し
む
れ
ば
、

芹
端
な
し
と
い
へ
ど
も
、

徳
は
実
一舛
に
比
す
べ
し
ｃ

若
し
百
姓
足
ら
ず
、

夷
狭
内
使
せ
ば
、

椎
ひ

芝
車

。
鳳
風
あ
る
も
、

何
を
突
対
に
異
な
ら
ん
や
と
』
。新

の
言
至
れ
う
。

庶
幾
く
は
景
行
せ
ん
」
と
。

か
う
い
つ
て
、

貞
胡
政
要
を
誰
解
し
て
上
進
す
る
こ
と
を
金
縁

。
朴
景
仁
及
び
賓
文
関
の
事
士
に
命
じ
た
。

此
の
一
事
を
見
て
も
、

工

の
二
閣
を
創
め
た
趣
旨
は
明
か
で
あ
ら
う
。

四

上
述
の
如
く
春
宗
が
銃
意
困
學
を
振
興
せ
し
め
た
の
で
、

次
王
仁
家
の
初
め
に
至
う
、

園
卑
の
卑
式
が
詳
定
せ
ら
れ

た
≡

ス
た
王
の
五
年
に
ほ
園
一内
の
諸
州
に
畢
稜
を
設
立
せ
よ
と
い
ふ
認
も
下
さ
れ
た
こ

主
Ｌ
，高

施
に
於
け
る
鄭
枝
設
置

の
晴
矢
で
あ
ら
う
．

た
ぜ
そ
れ
が
如
何
な
る
稚
度
に
資
現
せ
ら
れ
た
か
は
詳
か
で
な
い
。

十
二
年
に
は
、

孝
経

ェ
論
語

を
問
巷
の
主
稚
に
分
賜
し
た
が
、
こ
れ
も
教
道
を
度
め
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。　

一
方
王
自
身
の
好
卑
は
、

ま
た
父

王
泰
宗
に
努
ら
浪
も
の
が
あ
う
、

芋
呂
宮
の
側
に
書
籍
財
を
置
き
、

宋
人
林
完
及
び
金
富
統
等
の
諸
結
ド
を
更
直
せ
し

め
て
顧
問
に
備

へ
た
う
し
た
論
翻
讐
ｃ

さ
う
し
て
二
十
四
年
に
工
つ
た
在
住
の
問
、

垣
う
に
経
廷
を
開
き
、

ま
時
の
鴻

儒
金
富
恰

。
金
富
は
。
金
富
茂
（
初
名
富
敗
）
。
郵
抗

。
郵
知
付

・
ヂ
彦
頓

。
郵
襲
明
等
を
し
て
六
経
の
話
緒
を
講
諭
せ

レ
”
、

時
に
は
矢
朝
忠
義
集

・
唐
鑑

・
司
馬
光
の
追
表
及
び
訓
綾
文
等
を
も
讃
女
し
め
た
。

さ
う
し
て
司
馬
光
の
遺
文

十一一一一一■
一嘉
〓
■
〓
ま
■
十
■
一
手
ま
■
〓
子
！一一一一一工
華
一一一一，一一干
≡
≡
≡碁
芋
革
姦
書
〓卦
義
雲
車
一毅
多
筆
ま
兼
ユ
■
許
疑

( 1 ' )

仁
宗
の
元
年
た
ま
／
ヽ
開
東
を
訪
づ
れ
た
未
人
徐
抗
は
、

彼
れ
自
ら
兄
聞
し
た
重
騰
の
儒
卑
に
つ
い
て
次
の
如
く
微

ｓへ
て
ゐ
ス共舘
唖釧
准、）。

比
者
使
人

盆
響

到
彼

⌒踊
）、
詢
知
臨
州
閣
希
雄
製
移
Ｊ

病
書
至
数
西
を
、

又
有
清
燕
閣
、

亦
安
以
経

・
鬼

。
子
・

集
四
部
之
書
一。
立
園
子
監
、

両
選
弾
儒
官
甚
備
、

新
倣
景
合
（珠
雌
膨
田

）、
頗
過
太
學

森
）
月
菩

ｏ
季
考
之
制
次
第

譜
生
じ

上
両
朝
列
官
吏
、

閑
威
僕
而
足
僻
衆
、

下
而
問
閣
距
巷
問
、

終
舘

ｏ
書
融
三
雨
相
望
じ

英
民
之
子
弟
工木
型

者
、

ＲＩＩ
群
居
市
徒
師
授
経
。

既
補
長
則
韓
友
、

各
以
英
類
講
習
於
寺
醐
、

下
逮
卒
伍
・
童
析
、

亦
従
郷
先
生
卑
、

於
一厚
一猛
子
ぅ

仁
宗
の
卸
位
の
営
一時
、

矢
人
を
し
て
か
く
の
如
く
蔵
心
せ
し
め
た
ほ
ど
駆
況
を
示
し
て
ゐ
た
直
批
の
儒
學
は
、

好
卑
に

し
て
善
良
な
る
王
の
二
十
四
年
の
治
世
を
通
じ
て
、

森
‘

盛
ん
に
な
つ
て
も
、

決
し
て
ま
へ
は
し
な
か
つ
た
。

さ
う
し

て
其
の
隆
昌
の
勢
は
、

「
大
卒
好
文
の
主
」
と
呼
ば
れ
た
次
あ
菱
宗
の
時
に
至
つ
て
極
ま
つ
た
の
で
あ
る
。

（
昭
和
十
二
年
九
月
十
六
日
）
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